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Windowsアプリケーションでも、も

ちろん、Webアプリケーションと同じ

方法で、Webサービスを使うことがで

きます。

しかしWindowsアプリケーションは、

Webアプリケーションと違って、大き

なリソースを利用できます。そのため、

設計上の工夫が少し違ってきます。

Windowsアプリケーションでは、ク

ライアントがパソコンであるため、メ

モリが豊富であることを期待できます。

そのためWebサービスから得たData

Setオブジェクトをクライアントにずっ

と保持したままにしても、大きな問題

となりません。

むしろ、いちど取得したデータは、

積極的にクライアント側に保存してキ

ャッシュとして使い、次にWebサービ

スからDataSetオブジェクトを取得する

ときには、以前取得したとき以降に更

新された差分だけを取得したほうが、

効率が良いと言えます。

また、ユーザーが編集したあと、デ

ータベースに書き戻すときには、すべ

てのレコードをWebサービスに送信す

るのではなく、変更されたレコードだ

けを送信するようにすることで、デー

タ量を抑えることができます。

さらに、取得したDataSetオブジェク

トをクライアント側にファイルとして

保存すれば、ネットワークに接続して

いないオフライン状態でも、編集作業

ができるように構成できます（図1）。

本稿のサンプル

実用的な例としては、注文を外出先

で入力して、帰社してからデータベー

スに書き戻せるようにするサンプルと

いうのが一番良いのですが、そうする

と扱うテーブルが多くて、少し処理が

難しくなります。

そこで本稿では、話を簡単にするた

めに、図2のように、商品情報のみを編

集するサンプルを考えます。
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このサンプルでは、次のように操作

できるようにします。

■データベースとの同期

［同期］ボタンがクリックされたと

きには、クライアントのデータとデー

タベースのデータとを同期させます。

具体的には、次の2つの処理をします。

・変更されたレコードの書き戻し

クライアントで変更されたレコード

をWebサービスに送り出してデータベ

ースを更新します。

・データベースの最新レコードを取得

以前にWebサービスから取得した日

時よりもあとに更新されたレコードを

データベースから取得し、クライアント

上のデータを最新の情報に更新します。

■ファイルへの保存

［ファイルに保存］ボタンがクリッ

クされたときには、DataSetオブジェク

トをファイルに保存しておきます。

そして、［ファイルから読み込み］ボ

タンがクリックされたときには、その

ファイルを読み込めるようにしておき

ます。

そうすることによって、ユーザーは

Webサービスから得たデータを編集す

るのではなく、ローカルに保存されて

いるデータを編集することができ、オ

フライン状態でもレコードを編集する

ことができるようになります。

では実際に、図2のアプリケーション

を実装してゆきます。アプリケーショ

ンを構築するには、Webサービス側に、

次の2つのメソッドが必要になります。

■指定された日時以降に変更された

レコードを返すメソッド

まずは、指定された日時以降に変更

されたレコードを返すメソッドを用意

します。

ここまで、レコードの最終更新日時

を、lastupdate列に記録するように実

装してきました。

そこで、lastupdate列が指定された

日時よりも大きいレコードだけを返す

ように実装します（リスト1）［注1］。

■更新のメソッドを作る

次に、クライアント側で変更された

レコードを受け取り、それをデータベ

ースに書き戻すためのメソッドを用意

します（リスト2）。

リスト2では、SqlDataAdapterオブ

ジェクトのUpdateメソッドを使ってデ

ータベースを更新しています。

このとき、競合の例外が発生しない

ように抑制し、また、トランザクショ

ンとして実行するようにしています。

リスト2では、競合があったときに、

そのエラーを伝えるため、更新後の

DataSetオブジェクトをXML文字列と
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図1：DataSetオブジェクトをクライアントに保存すれば、オフライン状態でも利用できる

図2：商品を編集するサンプル

注1）deleted列が1であるもの（削除済みとしたも
の）も含めて返すようにしてあります。その理由は
後述します。
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